
◇
五
月
二
十
四
日
　
坊
平
か
ら

　

猿
倉
池
へ
の
水
路
整
備　

何

　

十
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
り
水

　

路
が
ヤ
ブ
化
し
苦
労
す
る

◇
五
月
二
十
六
日
　
機
関
紙
第

　

２
号
東
洋
企
画
印
刷
と
打
ち

　

合
わ
せ

◇
六
月
一
日
　
機
関
紙
２
号
ゲ

　

ラ
刷
そ
し
て
校
正

◇
六
月
三
日
　
機
関
紙
２
号
発

　

送
◇
六
月
七
日
　
㈱
ヤ
マ
コ
ー
髙

　

橋
専
務
と
県
観
光
物
産
協
会

　

へ
歴
史
資
料
館
建
設
へ
の
助

　

成
金
の
お
願
い

◇
六
月
十
六
日
　
猿
倉
池
隣
地

　

の
土
地
所
有
者
と
境
界
の
確

　

認
◇
六
月
二
十
三
日
　
上
山
市
議

　

会　

坊
平
・
猿
倉
イ
ベ
ン
ト

　

広
場
視
察

◇
七
月
二
十
一
日
　
山
大
医
学

　

部
待
合
室
で
木
友
炭
鉱
山
本

　

金
一
郎
さ
ん
と
面
会

◇
七
月
二
十
三
日
　
蔵
王
鉱
業

　

所
庶
務
課
勤
務
さ
れ
た
小
池

　

友
子
さ
ん
葬
儀
へ
参
列
（
川

　

口
の
従
妹
）

◇
七
月
二
十
七
日
　
山
川
庄
助

　

さ
ん
宅
訪
問
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お
も
な
出
来
事

業
務
日
誌
か
ら

硫
  

黄

　
　

私
は
蔵
王
鉱
山
の
坑
内
夫
で
し
た
。

図
面
が
無
く
と
も
、
カ
ン
テ
ラ
の
灯
り
が

あ
れ
ば
、
ど
こ
の
切
羽
（
採
掘
現
場
）
に
も

行
け
る
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。

　

坑
内
火
災
に
よ
っ
て
蔵
王
鉱
山
は
閉
山

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
鉱
石
が
硫
黄

で
す
か
ら
燃
え
易
い
、
火
が
つ
き
易
い
こ

と
は
ご
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
発
破

で
鉱
石
を
採
掘
し
た
あ
と
必
ず
「
火
廻
り
」

と
称
し
て
点
検
・
確
認
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
。

　

新
入
社
員
の
頃
、
三

回
ほ
ど
そ
の
任
に
着
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

視
界
ゼ
ロ
、
防
毒
マ
ス

ク
か
ら
見
え
る
青
い
火
、

耳
を
澄
ま
す
と
、“

キ
ュ” 

と
不
気
味
な
音
、

鉱
石
に
発
破
の
火
が
つ
き
燃
え
て
い
た
の

で
す
。

　

職
員
の
毛
利
さ
ん
と
二
人
で
へ
と
へ
と

に
な
る
ま
で
水
を
か
け
て
消
す
。
疲
れ
た

の
で
い
っ
た
ん
坑
外
へ
出
て
休
息
。
再
び
火

災
現
場
へ
。
火
も
消
え
ガ
ス
も
無
く
、
防
毒

面
を
は
ず
し
、
カ
ン
テ
ラ
の
灯
を
大
き
く

し
て
点
検
す
る
。
一
瞬
、私
の
足
を
止
め“

絶

北
海
道
　

　

川
口　

二
郎
様
・
川
口
と
し
子
様

秋
田
県

　

間
山　

   

昭
様
・
間
山　

光
樹
様

新
潟
県

　

熊
谷　
　

忍
様

埼
玉
県

　

高
橋　

輝
幸
様

千
葉
県

　

渡
部　

弘
道
様

東
京
都

　

石
原　

邦
子
様
・
鈴
木　

義
雄
様

尾
花
沢
市

　

東
海
林
恵
史
様

寒
河
江
市

　

斎
藤　
　

宏
様　

山
辺
町

　

佐
藤　

京
一
様

山
形
市

　

秋
山　

峰
広
様
・
旭
岡　

勝
子
様

　

山
川　

俊
子
様
・
猪
口　

祐
子
様

　

加
藤　

良
子
様
・
阿
部　

大
輔
様

　

西
野
目　

哲
様
・
西
野
目
洋
子
様

　

川
口　

周
治
様
・
川
口
た
け
子
様

　

木
村　

幹
雄
様
・
木
村　

久
子
様

　

川
口　
　

豊
様
・
海
老
名
六
郎
様

　

鈴
木　

敏
和
様
・
鈴
木　

ひ
さ
様

　

丹
野　
　

啓
様
・
川
口　

兼
次
様

　

川
口　

京
子
様

上
山
市

　

枝
松　

直
樹
様
・
横
尾　

敏
子
様

　

川
口
長
次
郎
様
・
長
谷
部
佳
明
様

　

三
沢　

照
正
様
・
齋
藤　

善
吉
様

　

齋
藤
ト
キ
子
様
・
田
島　

誠
一
様

　

芳
賀　

高
信
様
・
佐
藤　

竹
志
様

　

佐
藤　

芳
子
様
・
佐
藤
衣
利
子
様

　

川
口　

尚
也
様
・
川
口　

良
子
様

　

佐
藤　

邦
明
様
・
鈴
木　

秀
幸
様

　

橋
本　

直
樹
様
・
今
田
太
加
司
様

　

三
澤　

健
二
様
・
小
松　

正
和
様

　

篠
原　

政
志
様
・
原
田　

正
男
様

　

鈴
木
恵
美
子
様
・
内
海　

清
人
様

　

内
海　

浩
之
様
・
鈴
木　

敏
彦
様

　

土
田　

貞
男
様
・
山
川　

秀
男
様

　

村
山　

利
夫
様
・
高
橋　

正
之
様

東
京
都

　

鈴
木　

義
雄
様
・
藤
谷　
　

浩
様

　

及
川　

敏
夫
様
・
花
嶋　

輝
成
様

　

竹
部　

雅
人
様
・
岡
野　
　

稔
様

上
山
市

　

加
藤　

満
雄
様
・
松
田　

敏
子
様

　

菱
沼　

秀
夫
様
・
佐
藤　

賢
二
様

　

堀
川　

栄
助
様
・
吉
田
あ
い
子
様

【
旧
中
川
第
二
小
学
校
。
硫
黄
の
煙
（
亜
硫

酸
ガ
ス
）
で
ハ
ゲ
山
だ
っ
た
】

【
卒
業
記
念
に
植
樹
さ
れ
た
木
は
大
木
と

な
っ
て
い
る
。】

（
七
月
三
十
一
日
現
在
で
集
計
し

た
も
の
で
す
。
順
不
同
に
つ
い

て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
本
年

度
の
会
員
申
込
み
は
九
月
三
十

日
が
締
切
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。）

　

句” 

し
た
。
硫
黄
の“

珊
瑚
礁” 

が

林
立
し
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
想

像
し
て
み
て
下
さ
い
。
蝋
燭
に
火
を

つ
け
て
逆
さ
に
し
て
焼
き
つ
き
た
蝋

の
蓄
積
を―

。

　

ア
ノ
程
度
の
火
災
で
こ
の
神
秘
的

な
ス
バ
ラ
シ
さ
。
閉
山
に
ま
で
追
い

込
ん
だ
大
火
災
だ
け
に
先
人
た
ち
の

夢
を
消
し
た
「
宝
物
」
が
、
こ
こ
に

あ
る
こ
と
に
コ
ダ
ワ
リ
た
い
。

　

蔵
王
山
は
活
火
山
で
あ
る
。
昨
年

の
四
月
「
噴
火
警
報
」
が
発
令
さ
れ
、

エ
コ
ー
ラ
イ
ン
は
通
行
止
と
な
り
、

蔵
王
観
光
は
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

警
報
は
解
除
さ
れ
た
が
「
レ
ベ
ル
１
」

（
活
火
山
で
あ
る
こ
と
へ
の
留
意
）
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

地
震
の
予
知
は
む
ず
か
し
い
が
火

山
活
動
へ
の
観
測
は
、
か
な
り
近
代

化
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

猿
倉
ス
キ
ー
場
に
も
近
代
的
な
観
測
機

が
設
置
さ
れ
、
気
象
庁
に
連
動
さ
れ
て
い

る
。
宮
城
県
側
の
蔵
王
町
で
は
地
下
に
ダ

イ
ナ
マ
イ
ト
を
仕
掛
け
爆
破
に
よ
る
震
動

や
火
山
性
微
動
な
ど
の
調
査
を
行
っ
た
。

　

当
会
相
談
役
の
地
質
技
術
者
熊
谷
さ
ん

と
測
量
技
師
の
大
倉
さ
ん
が
整
図
し
た
坑

内
図
が
手
元
に
あ
る
。
坑
口
か
ら
傾
清
岩

の
下
を
く
ぐ
り
熊
野
岳
へ
と
続
い
て
い
る
。

言
葉
を
変
え
れ
ば「
マ

グ
マ
」
に
一
番
近
い

と
こ
ろ
ま
で
坑
道
は

の
び
て
い
る
の
で
あ

る
。
電
車
は
そ
こ
ま

で
走
っ
て
い
た
。
こ

こ
に
気
象
庁
の
最
新
機
器
を
設
置
し
「
御

嶽
山
」の
よ
う
な
火
山
災
害
を
予
知
し
、「
蔵

王
は
万
全
」
の
風
評
効
果
を
発
信
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

　

も
し
実
現
で
き
れ
ば
、
硫
黄
の
珊
瑚
礁

と
合
わ
せ
て
蔵
王
鉱
山
は
ス
バ
ラ
シ
イ「
宝

物
」
と
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

      　
（
か
わ
ぐ
ち
）

知
る
人
ぞ
知
る

 
 

蔵
王
鉱
山
の
「
宝
物
」

「蔵王鉱山歴史資料館」

平面図１／１００
床面積：200.40 ㎡（60.73 坪） 小松正和建築設計工房

６
月
か
ら
募
集
を
は
じ
め
て
２
ヵ
月
。
中
間
報
告
と
し
て

７
月
31
日
現
在
の
状
況
を
集
約
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
時
代
を
牽
引
し
た
歴
史
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
記
録
と

な
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。

会
員
氏
名

寄
付
者
ご
氏
名

カ
ン
パ
活
動
の
中
間
報
告

感 

謝



　

私
は
、
昭
和
24
年
、
坑
内
労

働
者
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
若

年
十
八
才
な
が
ら
月
給
六
千
円

が
目
に
つ
き
職
安
に
飛
び
込
ん

だ
。
知
人
の
調
査
に
よ
れ
ば
当

時
の
大
卒
の
国
家
公
務
員
の
初

任
給
は
月
額
四
、
二
二
三
円
と

い
う
金
額
だ
っ
た
。
増
産
体
制

に
あ
り
、
残
業
に
次
ぐ
残
業
で

そ
の
気
が
あ
れ
ば
、
な
ん
ぼ
で

も
稼
げ
る
時
代
で
あ
っ
た
。

　

社
長
は
機
関
紙
２
号
で
紹
介

し
た
藤
山
愛
一
郎
氏
。
日
本
を

代
表
す
る
実
業
家
。
所
長
は
竹

割
政
男
氏
。
竹
割
さ
ん
は
拓
大

卒
で
学
生
相
撲
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
で
も
あ
っ
た
。

　

春
闘
の
ス
ト
決
行
中
の
４
月

12
日
が
誕
生
日
。
翌
年
の
38
年

に
蔵
王
鉱
山
が
閉
山
。
猿
倉
の

社
宅
か
ら
中
川
小
へ
。
夏
は
自

転
車
、
冬
は
バ
ス
で
の
通
学
。

　

大
学
だ
け
は
勘
弁
し
て
く
れ

親
父
（
川
口
兼
次
）
に
泣
き
つ

か
れ
て
山
商
卒
。

　

骨
折
２
回
、
捻
挫
13
回
。
全

日
本
の
滑
降
競
技
で
は
転
倒
し
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理　

事  　

丹 

野 　

 

啓
そ
の
三 

超
繁
栄
時
代

蔵
王
鉱
山
は
誰
の
も
の

　

蔵
王
鉱
山
の
製
錬
に
勤
務
し
て
い
た

「
丹
野
正
光
」
の
長
男
、
啓
で
す
。
山

形
市
に
あ
る
自
宅
に
戻
り
、
早
く
も
七

年
に
な
り
ま
す
。

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
山
菜
採
り

で
も
し
て
、
冬
は
、
定
年
ま
で
暮
ら
し

た
埼
玉
で
の
ん
び
り…

と
考
え
て
お
り

ま
し
た
。

　

山
神
社
祭
で
川
口
会
長
か
ら
「
冬
期

間
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
係
を
や
れ
！
若

い
の
に
遊
ん
で
る
の
は
ト
ン
デ
モ
も
無

い
！
」
と
、
強
く
い
わ
れ
五
年
に
な
り

ま
す
。

　

以
来
、
N
P
O
法
人
蔵
王
鉱
山
の
歴

史
を
語
り
継
ぐ
会
の
発
展
に
向
け
て
行

動
を
共
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
初
回
の

原
田
正
男
氏
に
続
き
原
稿
を
要
請
さ
れ

ま
し
た
。
作
文
は
苦
手
な
の
で
断
っ
た

の
で
す
が
「
君
の
親
父
さ
ん
は
教
宣
部

長
で
達
筆
で
文
豪
だ
っ
た
」
と
、
押
え

込
ま
れ
筆
を
執
っ
た
次
第
で
す
。

　

昭
和
三
一
年
四
月
、
中
川
第
二
小
学

ふ
る
さ
と
に
Ｕ
タ
ー
ン

あ
の
人
こ
の
人

訪
問
記

訪
問
記

訪
問
記

―
―

採
用
は―

―

山
川
「
昭
和
二
十
年
四
月
。
義
務

教
育
が
終
わ
る
と
す
ぐ
入
社
試
験

を
受
け
た
。」

―
―

昭
和
二
十
年
と
い
え
ば
マ
ダ

戦
時
中
で
は
な
い
か―

―

山
川
「
三
人
採
用
時
に
七
人
が
応

募
、自
慢
で
は
な
い
が
私
は
合
格
」

―
―

永
野
な
の
で
通
勤
で
し
た
か

―
―山

川
「
バ
ス
も
無
か
っ
た
の
で
歩

き
だ
っ
た
。
夏
は
と
も
か
く
冬
の

元
山
行
き
は
辛
か
っ
た
。」

―
―

硫
黄
製
品
は
上
山
駅
ま
で
ど

　

昭
和
56
年
一
月
、
山
形
県
道

路
公
社
（
蔵
王
ラ
イ
ン
）
に
勤

務
さ
れ
て
い
た
次
女
を
病
で
亡

く
し
、
そ
の
５
月
長
男
が
永
野

道
路
で
交
通
事
故
死
。
そ
の

シ
ョ
ッ
ク
で
実
父
山
川
源
乃
助

さ
ん
が
死
亡
。
し
か
し
彼
は
ひ

意
識
不
明
の
重
傷
。
こ
れ
ら
を

乗
り
越
え
て
平
成
４
年
の
ス

キ
ー
国
体
で
は
優
勝
。

　

索
道
修
理
班
の
三
澤

健
二
氏
の
長
女
と
結
婚
。

長
男
は
千
葉
県
に
就
職
。

奥
さ
ん
と
次
男
・
長
女

の
４
人
暮
ら
し
。

　

山
形
県
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
の
要

職
に
就
任
。
娘
さ
ん
の
卒
業
に

伴
い
辞
任
。

　

日
東
商
事
株
式
会
社
の
代
表

取
締
役
社
長
で
も
あ
る
。

役
員
紹
介
専
務
理
事 

川
口
　
豊
さ
ん

　

昭
和
二
十
四
年
か
ら
二
十
八

年
に
か
け
て
蔵
王
鉱
山
の
「
全

盛
」
時
代
で
あ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。

　

製
錬
場
か
ら
元
山
へ
、
索
道

が
増
設
（
第
三
索
道
）
さ
れ
、

一
二
〇
名
収
容
の
単
身
者
用
の

宿
泊
施
設
刈
田
寮
が
元
山
に
建

設
さ
れ
た
。
一
ヶ
月
分
の
給
料

を
懐
に
入
れ
下
山
、
変
電
所
の

隣
に
あ
っ
た
。「
勤
労
部
」や「
分

析
と
組
合
事
務
所
」
な
ど
は
移

設
さ
れ
、「
バ
ス
停
」
に
変
わ
っ

て
い
た
の
に
驚
い
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、
仙
人

沢
に
橋
が
か
か
り
小
学
校
（
中

川
第
２
小
学
校
）
や
蔵
王
寮
、

職
員
ア
パ
ー
ト
、
管
理
職
住

宅
、
等
々
矢
継
ぎ
早
に
猿
倉

に
建
設
さ
れ
、
野
球
場
も
造

成
さ
れ
た
。

　

組
合
員
は
三
〇
〇
名
に
増

え
た
。
給
料
は
定
期
昇
格
の

み
の
増
額
。
不
満
は
爆
発
し

全
鉱
（
全
日
本
金
属
鉱
山
労

働
組
合
連
合
会
）
に
加
盟
し

大
斗
争
が
展
開
さ
れ
た
。
月

額
組
合
員
一
人
当
り
三
千
三

百
円
の
増
額
。
い
わ
れ
て
き

百
万
円
斗
争
で
あ
る
。
満
額

を
カ
ク
ト
ク
し
組
合
側
の
大

勝
利
で
あ
っ
た
こ
と
も
歴
史

の
ひ
と
こ
ま
か
も
知
れ
な

い
。　
　

 

（
次
回
へ
つ
づ
く
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　

蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を　

　
　
　

語
り
継
ぐ
会

　
　
　

 

理
事
長　

川
口
兼
次

　

東
京
の
鈴
木
義
雄
さ
ん　

こ
の
四
月
肘
折
温
泉
で
永
松

の
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
い
で
湯
館
へ
行
く
ん
で

す
が
？
私
も
い
く
ん
で
案
内

し
ま
す
。
総
会
で
自
己
紹
介

が
あ
り
、
東
京
永
松
会
の
役

員
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
り
、

名
刺
を
交
換
し
た
。
恩
師
の

先
生
が
寒
河
江
工
業
の
斉
藤

宏
さ
ん
と
大
の
親
友
と
か
、

斉
藤
さ
ん
も
ビ
ッ
ク
リ
。

　

長
谷
部
孝
雄
さ
ん　

蔵
王

労
組
三
代
目
委
員
長
。
㈱
ヤ

マ
コ
ー
専
務
取
締
役
の
高
橋

さ
ん
と
お
会
い
す
る
こ
と
が

で
き
た
。「
長
谷
部
孝
雄
さ

ん
を
知
っ
て
い
る
か
」「
知
っ

て
い
る
ど
こ
ろ
か
天
下
の
大

物
」
話
は
は
ず
ん
で
、
長
谷

部
さ
ん
の
息
子
さ
ん
と
の
連

絡
も
取
れ
、
写
真
も
い
た
だ

い
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
広
場　

蔵
王
鉱

山
製
錬
場
跡
地
で
あ
る
。
閉

山
に
よ
り
社
宅
、
索
道
、
溶

鉱
炉
な
ど
が
解
体
さ
れ
閉
山

時
は
瓦
礫
の
ヤ
マ
。国
体（
馬

術
）
の
開
催
を
機
に
整
備
が

進
み
サ
ッ
カ
ー
場
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
な
ど
が
設
置
さ

れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ

ダ
ル
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

上
野
由
岐
子
投
手
も
二
日
間

こ
こ
で
練
習
し
た
。

　

猛
暑　

下
界
に
住
む
人
に

は
申
し
譯
な
い
が
猿
倉
に

と
っ
て
は
大
歓
迎
。
気
象

庁
に
よ
れ
ば
九
月
中
旬
頃

ま
で
つ
づ
く
と
か
。
温
度

差
５
度
を
活
か
し
た
商
売

に
熱
中〝
商
〞
。

蔵
王
通
信

変
電
所  

山 

川  

庄 

助
さ
ん
の
巻

校
へ
入
学
。
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で

開
校
後
は
じ
め
て
三
五
名
の
新
入
生
で

ス
タ
ー
ト
。
担
任
の
先
生
は
蔦
谷
栄
三

先
生
の
奥
様
で
し
た
。
美
人
で
厳
し
い

先
生
で
し
た
。
全
員
無
事
に
卒
業
し
、

中
川
中
学
校
へ
と
進
学
す
る
の
で
す
が

そ
の
年
に
坑
内
火
災
が
発
生
し
、
そ
の

火
を
消
す
こ
と
が
で
き
ず
閉
山
と
な

り
、
中
学
一
年
二
学
期
で
鉱
山
関
係
の

生
徒
は
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ま
だ
、
子
供
の
私
た
ち
に
と
っ

て
は
、
悲
し
い
出
来
事
で
し
た
。

　

父
は
、
川
口
委
員
長
の
後
を
継
ぎ
、
蔵
王
鉱

山
労
働
組
合
最
後
の
委
員
長
と
な
り
、
閉
山
後

の
残
務
整
理
、
観
光
事
業
移
行
へ
の
準
備
等
で

二
年
間
鉱
山
に
残
り
、
家
族
全
員
が
山
形
市
に

移
住
し
ま
し
た
。
中
学
は
山
形
六
中
で
し
た
。

　

仙
人
沢
で
の
水
遊
び
、
川
を
止
め
て
の
若
魚

取
り
。
春
の
山
菜
採
り
、
横
川
へ
の
タ
ケ
ノ
コ
。

父
と
土
田
の
お
じ
さ
ん
（
貞
男
氏
の
父
）
に
連

れ
ら
れ
て
の
遠
征
で
も
あ
っ
た
。

　

山
神
社
祭
で
は
友
達
と
太
鼓
を
た
た
き
、
ス

キ
ー
は
、
先
輩
の
伊
藤
幸
吉
さ
ん
が
全
日

本
の
資
格
を
取
り
、
我
流
で
滑
っ
て
い
た

私
た
ち
に
正
し
く
指
導
さ
れ
、
い
ま
猿
倉

で
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

同
級
生
の
長
谷
部
佳
明
さ
ん
の
父
親

（
長
谷
部
靜
雄
さ
ん
）
が
撮
影
し
て
く
れ

た
ス
キ
ー
大
会
や
運
動
会
、
杉
皮
茸
の
長

屋
住
ま
い
で
あ
っ
た
が
、
皆
家
族
的
で
温

み
の
あ
る
環
境
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

や
が
て
建
設
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
「
歴
史

資
料
館
」
鉱
山
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
ぶ
り

や
、
暖
か
さ
が
表
現
で
き
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

   

（
次
回
は
埼
玉
で
の
暮
ら
し
の
予
定
）

そ の

（次回へつづく）

１

大型機械大好き
電気ひと筋、閉山後は専業農家へ

腰
痛
が
ヒ
ド
ク
去
年
は
、
下
か
ら
眺
め
て
の

　
参
拝
。
今
年
は
ア
ノ
急
階
段
を
一
気
に
登
り

　
　
製
錬
代
表
と
し
て
玉
串
奉
奠
。
地
元
永
野
地

　
　
　
区
会
長
の
ほ
か
、
中
川
地
区
会
長
会
会
長
も

　
　
　
　
務
め
ら
れ
た
。「
庄
助
さ
ん
」
と
気
軽
に
呼

　
　
　
　
　
ん
で
い
た
が
実
は
歴
史
の
生
き
証
人
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

悲
劇
は
温
厚
な

庄
助
さ
ん
を
襲
っ
た

う
し
て
運
ん
だ
の
か―

―
山
川
「
冬
は
馬
そ
り
、
夏
は
、
地

元
の
自
動
車
会
社
に
委
託
し
て
運

ん
で
い
た
。
私
の
親
父
（
山
川
源

乃
助
さ
ん
）
も
関
係
し
て
い
た
。」

―
―

索
道
が
で
き
た
と
き
の
印
象

は―
―

山
川
「
学
校
や
地
区
会
か
ら
の
指

示
も
あ
り
、
日
の
丸
の
旗
を
振
っ

て
歓
迎
し
た
。
昭
和
13
年
頃
だ
っ

た
と
思
う
。」

る
ま
ず
親
父
さ
ん
が
残
し
て
く

れ
た
土
地
を
生
か
し
て
奥
さ
ん

と
二
人
で
専
業
農
家
へ
。

―
―

大
型
の
機
械
を
多
く
も
っ
て

お
ら
れ
る
と
い
う
評
判
だ
が―
―

山
川
「
ト
ラ
ク
タ
ー
。
コ
ン
バ

イ
ン
。
田
植
機
。
バ
ッ
ク
ホ
ー
ン
。

高
所
作
業
車
。
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
。
精
米
機
。
も
み
す
り
機
。

乾
燥
機
等
々…

」

―
―
驚
き
だ
。
そ
ん
な
に
必
要
な

の
か―

―

山
川
「
好
き
な
ん
だ
。
機
械
を

眺
め
て
い
る
と
不
思
議
に
気
が

休
む
。」

―
―

山
神
社
が
ズ
リ
山
の
入
口
に

あ
っ
た
と
か―

―

山
川
「
大
曲
り
を
登
っ
て
直
ぐ

右
手
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
竹

割
さ
ん
が
赴
任
さ
れ
て
か
ら
現

在
の
と
こ
ろ
に
移
さ
れ
た
」

　

三
年
前
に
奥
さ
ん
に
先
立
た

れ
三
回
忌
の
法
要
が
終
わ
っ
た

ば
か
り
。「
蔵
王
鉱
山
の
話
を
し

て
も
分
か
っ
て
く
れ
る
人
が
少

な
く
な
っ
て
き
た…

。」
そ
の
ひ

と
言
が
あ
り
し
日
の
奥
様
の
笑

顔
と
交
差
し
、
感
傷
的
な
対
談

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

 

（
昭
和
６
年
生
ま
れ
の
84
歳
）

蔵王鉱山変電所 300K のトランス前で

（昭和３５年６月）

昭和 37 年 3 月卒業。 写真はその前年 11 月、
初雪の熊野岳をバックに撮影したもの。

自宅を寄贈し
亜炭歴史資料館の設置

―・訴えかける木友炭鉱 ・―

父
は
、閉
山
後
２
年
間
残
務
整
理
で
鉱
山
に
の
こ
り
ま
し
た
。

亜炭山としてはその規模と出炭量は

日本一といわれた舟形町の木友炭鉱。

昭和46年に閉山。 木友炭会の会が

発足。 蔵王鉱山の山神社祭にもご出

席いただいた会長の山本金一郎さん

が大きく動き出した。

平成28年８月15日 　第３号（2）
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